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平
成
二
十
三
年
度 

事
業
実
施
状
況

 

〜
こ
の
一
年
間
の
取
り
組
み
〜

加
盟
団
体
相
互
の
連
携
、

 

交
流
及
び
情
報
発
信

⑴　
総
会
、
理
事
会
の
開
催

　
総　
会

　
　

開
催
日
：
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
㈫

　
　

開
催
場
所
：
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

　
文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ

　
　

開
催
日
：
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
㈫

　
　

開
催
場
所
：
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

　
　

出
席
者
：
百
四
十
四
名

　
理
事
会

　
　

開
催
日
：
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
㈫

　
　

開
催
場
所
：
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

　
　

開
催
日
：
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
㈭

　
　

開
催
場
所
：
県
庁

　

平
成
二
十
四
年
度
の
総
会
及
び
文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ

は
六
月
十
二
日
㈫
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
四
月
以
降
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
「
音
楽
で
つ
な
ぐ
未
来
へ
の
架

け
橋
」
と
題
し
て
、
山
口
県
内
で

活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
団
体

と
県
出
身
の
プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

上
野
美
科
さ
ん（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、

中
井
亮
一
さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
）
を

交
え
、
総
勢
二
百
七
十
人
の
出
演

者
で
音
楽
ス
テ
ー
ジ
を
創
り
上
げ

ま
し
た
。

　
「
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
も
幅
広
く
、

楽
し
め
た
。」、「
県
内
の
若
い
力

に
感
動
し
た
！
」、「
歌
や
演
奏
を

通
じ
て
、
み
な
が
未
来
に
向
か
っ

て
ひ
と
つ
に
な
れ
た
気
が
し
た
。

元
気
を
も
ら
っ
た
。」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
会
場
を
埋
め

尽
く
し
た
観
客
に
大
き
な
感
動
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
成
功
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
山
口
県

文
化
連
盟
に
加
盟
す
る
分
野
別
の
県
域
文

化
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
七
月
〜
十
二
月
ま
で
の
六
カ
月

間
に
わ
た
り
、音
楽
や
文
芸
、生
活
文
化
等
、

十
九
分
野
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
県
内
各
地

で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
約
三
万
三
千
八
百
人

の
御
参
加
を
い
た
だ
き
、
大
き
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑵　
情
報
発
信

　

会
報
の
発
行　

年
二
回
（
九
、三
月
末
）

　
　
　
　
　
　
　

三
、〇
〇
〇
部
／
回

　

会
報
「
文
化
飛
翔
」
を
加
盟
団
体
を
は
じ
め
、
関
係
先
等

に
広
く
配
布
し
ま
し
た
。

⑶　
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業

　

県
内
各
地
で
行
わ
れ
る
各
種
文
化
教
室
等
に
、
実
技
指
導

を
行
う
講
師
や
指
導
者
を
八
件
（
延
べ
十
五
回
）
派
遣
し
ま

し
た
。

⑷　
後
援
名
義
の
提
供

　

団
体
や
個
人
が
行
う
文
化
事
業
に
対
し
て
、
後
援
名
義
を

提
供
し
ま
し
た
。

⑸　
県
外
の
文
化
団
体
と
の
連
携

　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
県
域
文
化
団
体
連
絡
会
議
へ
出
席

し
、
各
県
の
文
化
団
体
と
の
情
報
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
催
日
：
平
成
二
十
三
年
十
月
八
日

　

開
催
場
所
：
い
よ
て
つ
会
館
（
愛
媛
県
松
山
市
）

　

平
成
十
九
年
に
山
口
県
文
化
連
盟
が
発
足
し
て
、
早
く
も
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
県
や
市
町
と
協
力
し
て
、
毎
年
、

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
を
開
催
し
、ど
れ
も
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
は
、お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
・

山
口
大
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
県
内
外
に
本
県
の
文
化
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

第
五
回

 

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
の
開
催
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山
口
県
文
化
連
盟
で
は
、
県
内
各
地
で

行
わ
れ
る
各
種
文
化
教
室
等
で
実
技
指
導

を
行
う
講
師
（
指
導
者
）
を
紹
介
・
派
遣

し
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、そ
の
中
か
ら「
親
子
の
レ
ザ
ー

ク
ラ
フ
ト
教
室
」の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

講
師（
指
導
者
）の

 

紹
介
・
派
遣
レ
ポ
ー
ト

〜
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業
〜

「
親
子
の
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

教
室
」の
開
催

　

昨
年
十
二
月
、
小
郡
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
か

ら
、「
親
子
で
一
緒
に
創
作
で
き
る
も
の
を
体

験
し
た
い
。」
と
の
相
談
を
受
け
、
当
連
盟
か

ら
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
山
口
文
化
協
会
で
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
本
永
厚
子

さ
ん
で
す
。

　

十
二
月
十
二
日
㈪
午
前
十
時
三
十
分
に
子
ど

も
八
名
、
保
護
者
六

名
が
集
合
。
ま
ず
、

葉
っ
ぱ
型
に
く
り
抜

い
た
革
が
配
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
永
さ
ん
の
指
導

に
よ
り
、
葉
っ
ぱ
型

の
革
の
上
に
、
カ
ラ

フ
ル
な
小
さ
な
革
を

ボ
ン
ド
で
貼
り
付

け
模
様
を
描
い
て
い
き

ま
す
。
最
後
に
、
葉
っ

ぱ
型
の
革
の
縁
を
湿
ら

せ
、
内
側
に
折
り
曲
げ

ま
す
。
湿
ら
せ
る
と
曲

が
り
、
乾
く
と
固
定
す

る
革
の
特
性
を
活
か
し

て
、
葉
っ
ぱ
型
ペ
ン
ト

レ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
ト
レ
ー
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
作
品
を
完
成
し
た
子
ど
も
達
は
、
皆
、

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

は
じ
め
て
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
作
品
が
作
れ
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
パ
パ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
、
初
め
て
の
経
験
で
し

た
。
折
り
紙
や
画
用
紙
と
違
う
触
り
心
地
に
子

ど
も
も
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
時
の
じ
じ
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）
の
顔
が

楽
し
み
で
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　

子
ど
も
と
楽
し
く
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
形
を
使
っ

て
組
み
た
て
て
作
っ
た
も
の
を
「
こ
れ
、
雪
だ

る
ま
」
な
ど
、
子
ど
も
が
言
え
た
の
も
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

参
加
者
の
感
想

　

子
育
て
グ
ル
ー
プ
（
小
郡
ぽ
っ
ぽ
）
よ
り
レ

ザ
ー
に
触
れ
て
親
子
で
何
か
作
品
を
作
り
た
い

と
い
う
依
頼
を
受
け
て
、
正
直
、
最
初
は
、
未

就
園
児
に
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
難
し
い
の
で
は

と
思
い
ま
し
た
が
、
色
々
な
技
法
の
中
か
ら
簡

単
な
切
り
皮
を
並
べ
、
模
様
を
作
り
、
皮
を
曲

げ
て
造
形
し
た
葉
っ
ぱ
の
型
を
し
た
ペ
ン
ト
レ
ー

を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

い
ざ
、
始
め
て
み
る
と
、
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
な
が
ら
、
時
に
は
遊
び
な
が
ら
、
嬉
し

そ
う
に
一
生
懸
命
、
皮
を
貼
っ
て
ゆ
く
姿
に
感

心
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
溢
れ
、
そ

の
人
だ
け
の
ペ
ン
ト
レ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。

　

親
子
で
作
ら
れ
た
ト
レ
ー
に
は
、直
接
、メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
、

お
父
さ
ん
や
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
喜
ぶ
姿

を
見
て
、
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
気
軽
に

レ
ザ
ー
に
触
れ
て
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

講
師
と
し
て
参
加
し
て

講
師（
指
導
者
）の
紹
介
・
派
遣

〜
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

注
目
！

　

当
連
盟
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
、
県

内
各
地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
文
化
教
室
、
学

校
で
の
部
活
動
等
で
実
技
指
導
な
ど
を
行
う

講
師
（
指
導
者
）
を
紹
介
・
派
遣
し
、
地
域

の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
文
化
芸
術
活
動
で
は
、
専
門
家
に

よ
る
指
導
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

本
事
業
に
取
り
組
む
意
義
を
改
め
て
感
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
や
学
校
等
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
た
め
に
は
、
講
師
（
指
導
者
）
陣

を
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
実
施
の
流
れ

・ 

①
申
込
み
（
利
用
者
）
↓
②
講
師
紹
介
（
事

務
局
）
↓
③
打
合
せ
（
講
師
・
利
用
者
）

↓
④
実
技
指
導
・
講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担
で
、
一
回
の
指

導
に
つ
き
交
通
費
等
を
支
給

・ 

申
請
者
（
利
用
者
）
に
謝
金
、
交
通
費
の

支
給
は
求
め
な
い
。

・ 

お
花
や
お
菓
子
な
ど
の
材
料
費
は
申
請
者（
利

用
者
）
の
負
担

◇
講
師
（
指
導
者
）
の
要
件

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
に
加
盟
す
る
団
体（
正
会
員
）

に
所
属
す
る
こ
と
。

・ 

地
域
や
学
校
等
の
文
化
芸
術
活
動
に
お
い

て
実
技
指
導
・
講
義
な
ど
が
行
え
る
こ
と
。

＊
随
時
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
文
化
連
盟

　
　

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
１
０

　

牛
革
を
手
で
触
る

こ
と
が
あ
ま
り
な
い

の
で
、
と
て
も
貴
重

な
経
験
で
し
た
。
子

ど
も
も
、
ボ
ン
ド
を

つ
け
て
貼
る
と
い
う

簡
単
な
作
業
で
参
加

で
き
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

 

山
口
文
化
協
会　

本
永
厚
子



このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介しています。
よこがお～会員紹介～

会
長　
原
田　
正
行

〒
７
５
４
―
０
０
０
２

　
山
口
市
小
郡
下
郷
６
０
９
―
３

　
山
口
市
小
郡
文
化
資
料
館
内

　
☎
０
８
３
―
９
７
３
―
７
０
７
１

　

お
ご
お
り
文
化
協
会
は
、
小
郡
を
文
化
の
か
お
り
高
い

ま
ち
に
す
る
と
と
も
に
、
文
化
に
関
わ
る
人
や
文
化
に
関

心
の
あ
る
人
々
と
の
交
流
、
情
報
共
有
の
場
と
す
る
こ
と

を
目
的
に
、平
成
十
二
年
九
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、

文
学
・
俳
句
・
洋
楽
・
邦
楽
・
舞
踊
・
工
芸
・
書
道
・
華

道
な
ど
、
十
二
の
部
会
に
分
か
れ
、
三
十
団
体
、
七
百
人

の
会
員
が
、各
分
野
に
お
い
て
多
彩
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
協
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
広
報
紙
の
発
行
の

ほ
か
、
年
二
回
の
「
文
化
講
座
」
と
分
野
や
テ
ー
マ
を
選

ん
だ
「
文
化
イ
ベ
ン
ト
」
を
一
回
程
度
行
う
な
ど
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
口
市
美
術
展
も
共
催
と
し
て
加
わ
る
と

と
も
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、「
小
郡

地
域
づ
く
り
協
議
会
」
に
も
参
画
し
、
文
化
活
動
を
通
し

て
地
域
振
興
の
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
「
文
化
イ
ベ
ン
ト
」
は
、『
山
頭

火
を
歌
う
・
詠
う
・
謳
う
』
と

題
し
、
小
郡
に
深
く
関
わ
っ
た

俳
人
「
種
田
山
頭
火
」
の
俳
句

を
基
調
に
、
山
頭
火
の
足
跡
の

一
端
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
新

た
な
俳
句
の
世
界
を
構
築
し
、

邦
楽
な
ど
の
伝
統
的
な
芸
能
と

を
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
、
書
や

写
真
・
絵
画
と
を
映
像
と
展
示

で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ

と
で
、山
頭
火
の
生
き
様
と
現
代
、

そ
し
て
未
来
を
結
ぶ
新
た
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
目
と
耳
で
想
像
し
て

い
た
だ
く
内
容
で
、
お
客
さ
ま

か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
様
々
な
分
野
の
各

団
体
の
活
動
を
支
援
し
、
交
流

を
図
り
な
が
ら
、
小
郡
地
域
の

芸
術
文
化
の
発
展
に
向
け
尽
力

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

お
ご
お
り
文
化
協
会

会
長　
上
田　
俊
成

〒
７
５
９
―
４
１
０
６

　
長
門
市
仙
崎
８
１
８
―
１

　
（
公
財
）
長
門
市
文
化
振
興
財
団
内

　
☎
０
８
３
７
―
２
６
―
６
０
０
１

　

長
門
文
化
協
会
は
、
広
く
芸
術
文
化
の
創
造
と
振
興
を

は
か
る
と
と
も
に
、
文
化
に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
い
、
併
せ
て
会
員
相
互
の
連
絡
を
密
に
し
、
親
睦
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
八
年
に
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
文
化

団
体
を
再
構
築
し
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
は
、美
術
、文
芸
、

音
楽
、
邦
楽
、
謡
曲
、
日
舞
、
舞
踊
等
の
文
化
団
体
の
会

員
が
五
十
八
、
個
人
会
員
百
二
名
、
法
人
会
員
五
十
七
団

体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、長
門
市
民
文
化
祭
の
開
催
、

広
報
誌
「
潮
香
」
の
発
行
、
長
門
市
美
術
展
へ
の
協
賛
、

公
民
館
ま
つ
り
や
生
涯
学
習
発
表
大
会
、
金
子
み
す
ゞ
顕

彰
全
国
俳
句
大
会
等
の
文
化
活
動
へ
の
助
成
、
公
益
財
団

法
人
長
門
市
文
化
振
興
財
団
の
自
主

事
業
へ
の
後
援
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
長
門
市
民
文
化
祭
は
、
昨
年

で
五
十
六
回
目
を
数
え
る
伝
統
あ
る

行
事
で
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
を
会
場

に
平
素
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

協
会
発
足
か
ら
十
六
年
が
経
過
し
、

こ
の
間
、
旧
一
市
三
町
が
合
併
し
、

新
長
門
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
市
内
の
文
化
三
団
体
と
の

連
携
を
図
る
た
め
、
連
絡
会
議
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

昨
年
十
一
月
に
第
一
回
目
の
合
同
開

催
事
業
、
香
月
泰
男
画
伯
生
誕
百
年

記
念
公
演
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
〈
地
球

へ
〉」
…
一
瞬
一
生
」
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
加
盟
文
化
団
体
の
活
動

支
援
、
相
互
の
協
力
体
制
を
強
化
し

て
い
く
と
と
も
に
、
他
団
体
と
も
連

携
を
強
め
、
長
門
市
の
文
化
の
高
揚

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
門
文
化
協
会

会
長　
若
崎 

啓
一

〒
７
５
４
―
１
２
９
２

　
山
口
市
阿
知
須
飛
石
２
７
４
３

　
阿
知
須
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　
☎
０
８
３
６
―
６
５
―
２
０
２
２

　

当
協
会
の
前
身
で
あ
る
「
阿
知

須
の
文
化
を
高
め
る
会
」
は
、
昭

和
五
十
五
年
、
阿
知
須
町
公
民
館

の
落
成
を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
以
後
、町
民
文
化
祭
と
し
て
、

生
涯
学
習
の
発
表
の
場
と
な
り
年
々

充
実
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
五
年
ご
と
に
記
念
事
業
を

企
画
し
、
功
労
者
の
表
彰
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
か
ら
、
従
来
の
文

化
祭
に
加
え
、
お
げ
ん
き
か
ん
祭

り
（
社
協
）、き
ら
ら
館
ま
つ
り
（
図

書
館
）
を
同
時
に
開
催
し
、
文
化

関
係
で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
文
化
祭
を
毎
年
十
一

月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
三
日
間

開
催
で
き
る
の
は
、
幼
・
保
・
小

中
学
校
の
協
力
を
含
め
、
地
区
の

皆
様
の
文
化
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
秋
、
創
立
三
十

周
年
記
念
事
業
を
盛
大
に
挙
行
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
歴
史
と
内
容
を
鑑
み
、「
阿
知
須

文
化
協
会
」へ
と
改
称
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

三
十
七
団
体
六
百
名
を
超
え
る
構
成
で
す
が
、
特
筆
す
べ

き
は
コ
ー
ラ
ス
の
六
団
体
で
す
。
最
近
他
団
体
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
始
ま
り
成
果
も
出
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
六
団
体
合
同
の
発
表
を
は
じ
め
、
山
口
き
ず
な

音
楽
祭
、
中
学
校
体
育
館
お
別
れ
式
、
あ
じ
す
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
、
地
域
づ
く
り
に
大
い
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
加
入

団
体
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
自
治
会
、
地
域
づ
く
り
協
議

会
等
す
べ
て
の
団
体
と
の
連
携
を
模
索
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
し
い
形
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

阿
知
須
文
化
協
会

山頭火を歌う・詠う・謳う
（芸能、書道、俳句、絵画、写真）による創造の世界を～
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会
長　
田
中　
敏
夫

〒
７
４
７
―
０
０
２
４

　
防
府
市
国
衙
５
―
７
―
１
４
―
４

　
☎
０
８
３
５
―
２
４
―
０
９
９
３

　

昭
和
四
十
三
年
「
第
一
回
山
口
県
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

大
会
」
を
機
に
、「
山
口
県
母
の
合
唱
連
盟
」
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
六
年
に
連
盟
を
県
教
育
委
員
会

に
設
置
し
、「
第
八
回
山
口
県
芸
術
文
化
祭
」へ
の
出
演
以
降
、

「
や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭
」、「
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
」

へ
と
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
八
年「
山
口
県
母
の
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
名
称
も
変
わ
り
、
平
成
十
二
年
に
は
、
事
務
局
も
県
よ

り
独
立
し
ま
し
た
。
故
岡
田
隆
会
長
、砂
田
坦
名
誉
会
長
、

田
中
敏
夫
会
長
と
、合
唱
経
験
豊
か
な
指
導
者
に
恵
ま
れ
、

演
奏
を
通
し
て
心
豊
か
な
母
の
合
唱
を
地
域
文
化
と
交
流

親
睦
を
重
ね
て
届
け
て
参
り
ま
し
た
。
三
十
七
団
体
、
約

千
三
百
名
の
会
員
の
年
齢
も
幅
広
く
、
第
一
回
よ
り
出
演

の
息
の
長
い
会
員
も
元
気
に
活
躍
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

合
唱
講
習
会
も
、国
民
文
化
祭
を
機
に
、「
親
と
子
の
コ
ー

ラ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
、
母
の
歌
の
学
習
と
プ
ロ
と
の
共

演
や
親
子
で
創
り
伝
え
る
セ
ミ
ナ
ー
、
明
る
い
家
庭
・
豊

か
な
地
域
文
化
の
向
上
に

寄
与
し
、
心
に
響
く
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
輪
を
育

て
、
日
本
の
歌
・
名
曲
を

通
し
て
、
未
来
に
伝
え
る

努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

〔
二
十
四
年
度
の
予
定
〕

　

第
四
十
五
回
山
口
県
母

の
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル　

十
月
二
十
一
日
㈰

周
南
市
文
化
会
館　

講
師

　

田
中
敏
夫
（
山
口
芸
術

短
期
大
学
教
授
）

山
口
県
母
の
合
唱
連
盟

会
長　
中
村　
石
秋

〒
７
５
３
―
０
８
４
１

　
山
口
市
吉
田
３
０
９
７
―
１
９

　
☎
０
８
３
―
９
２
４
―
１
５
３
２

　

山
口
県
俳
句
作
家
協

会
は
、
山
口
県
俳
壇
の

振
興
と
発
展
に
寄
与
し

よ
う
と
努
力
す
る
同
志

相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
四
十
七
年
十
一
月
三

日
に
発
足
し
た
が
、
そ

の
最
も
主
要
な
事
業
は
、

昭
和
三
十
九
年
に
第
一

回
が
開
催
さ
れ
た
「
山

口
県
俳
句
大
会
」
の
実

施
運
営
で
す
。「
山
口

県
俳
句
大
会
」
は
平
成
二
十
四
年
度
に
は
第
四
十
九
回
を

迎
え
ま
す
が
、
五
十
回
も
目
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

役
員
数
は
中
村
石
秋
会
長
以
下
二
十
四
名
で
す
。

　

会
員
は
、
毎
年
実
施
す
る
「
山
口
県
俳
句
大
会
」
へ
の

応
募
者
が
そ
の
ま
ま
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
十
三

年
度
に
は
七
百
四
十
名
で
す
。ま
た
、「
山
口
県
俳
句
大
会
」

の
応
募
作
品
集
が
そ
の
ま
ま「
山
口
県
俳
句
年
鑑
」と
な
っ

て
お
り
、
県
下
各
地
域
の
句
会
・
会
派
・
会
員
の
情
報
交

流
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
っ
て
俳
句
最
盛
期
に
は
、「
山
口
県
俳
句
大
会
」
へ

の
応
募
は
二
千
名
を
越
え
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
は
俳
句
愛
好
者
の
高

齢
化
が
最
も
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
若
年
俳
句
愛
好

者
が
十
分
育
っ
て
い
な
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

　

今
後
は
、
未
だ
「
山
口
県
俳
句
大
会
」
へ
応
募
を
し
て

い
な
い
愛
好
者
へ
の
呼
び
か
け
や
、
各
地
公
民
館
活
動
な

ど
で
初
め
て
俳
句
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
な
ど
の
掘

り
起
こ
し
、
さ
ら
に
は
、
一
部
で
行
わ
れ
て
い
る
小
学
生

へ
の
俳
句
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
次
代
を
担
う

子
供
達
へ
俳
句
の
面
白
さ
や
新
鮮
さ
を
伝
え
て
行
く
と
い
っ

た
活
動
も
重
要
な
業
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
口
県
俳
句
作
家
協
会

会
長　
松
浦　
美
彦

〒
７
４
１
―
０
０
７
２

　
岩
国
市
平
田
５
―
５
２
―
１
０

　
岩
国
商
業
高
校
内

　
☎
０
８
２
７
―
３
５
―
２
２
２
０

　

本
連
盟
の
主
な
活
動
は
、
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
山
口
県
大
会
の
開
催
と
、
マ
ー
チ
ン
グ
講
習
会
の
開

催
で
す
。
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
は
毎
年
、
小
学
校
三

団
体
、
中
学
校
五
団
体
、
高
校
二
団
体
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
マ
ー
チ
ン
グ
は
大
変
華
や
か
で
き
ら
び
や
か
な
の
で
、

ど
の
学
校
も
保
護
者
の
応
援
が
活
発
で
、
演
技
開
始
直
前

に
は
「
が
ん
ば
れ
○
○
学
校
！
」
と
い
う
よ
う
な
声
援
が

飛
び
交
い
ま
す
。
普
通
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
な
演
奏
と

違
い
、
か
わ
い
く
、
美
し
く
、
か
っ
こ
よ
く
見
え
る
の
が

マ
ー
チ
ン
グ
の
良
さ
で
す
。
会
場
は
い
つ
も
保
護
者
や
一

般
の
お
客
様
で
満
員
に
な
り
ま
す
。
小
学
校
は
「
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
形
式
で
、
ど
ん
な
演
技
・
演
出
を
し
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
小
学
生
が
一
生
懸
命
演
奏
・
演
技
す
る
姿

に
は
感
動
を
覚
え
ま
す
。
中
学
校
・
高
校
は
主
に「
パ
レ
ー

ド
」
形
式
で
、「
周
回
」「
マ
ー
ク
タ
イ
ム
」「
各
列
Ｕ
タ
ー

ン
」な
ど
の
規
定
課
題
を
必
ず
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

全
員
で
「
周
回
」
す
る
際
の
コ
ー
ナ
ー
の
曲
が
り
方
な
ど

に
各
団
体
の
工
夫
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
楽
器
を
演
奏

し
な
が
ら
演
技
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
実
は
大
変
難
し
く
、

体
力
も
相
当
消
耗
し
ま
す
。
大
会
は
毎
年
九
月
に
開
催
し

ま
す
の
で
、
真
夏
の
暑
い
中
、
主
に
運
動
場
な
ど
で
真
っ

黒
に
日
焼
け
し
な
が
ら
練
習

を
す
る
の
で
す
。
運
動
部
さ

な
が
ら
の
厳
し
さ
で
す
が
、

各
団
体
と
も
そ
れ
を
乗
り
越

え
、
本
番
で
は
素
晴
ら
し
い

演
奏
・
演
技
を
披
露
し
て
く

れ
ま
す
。
演
技
終
了
後
の
晴

れ
や
か
な
顔
は
、
厳
し
い
練

習
に
打
ち
勝
っ
た
喜
び
に
あ

ふ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今

後
も
こ
の
活
動
が
発
展
す
る

よ
う
に
、
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

山
口
県
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
連
盟
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■
美
術
館
こ
ど
も
芸
術
文
化
普
及
事
業

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
美
術
に
ふ
れ
親
し
む

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
地
域
の
文
化
資
源
を
活
用
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

〈
概　
要
〉

【
県
立
美
術
館
】

　

・ 「
郷
土
画
家　

香
月
泰
男
、
シ
ベ
リ
ア
・
シ
リ
ー
ズ
」

に
関
す
る
授
業
の
支
援

　

・ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
シ
ベ
リ
ア
・
シ
リ
ー
ズ
、
澄
川

喜
一
展
、
防
長
の
絵
図
展
）

【
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
】

　

・ 

子
ど
も
等
を
対
象
と
し
た
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催

　

・ 

美
術
館
で
開
催
す
る
陶
芸
に
関
す
る
展
覧
会
に
併
せ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
ら
れ
た
作
品
を
展
示

■
三
県
省
道
民
俗
文
化
芸
術
交
流
事
業

　

山
口
県
と
山
東
省
と
の
友
好
協
定
締
結
三
十
周
年
、
山

口
県
と
慶
尚
南
道
と
の
姉
妹
提
携
二
十
五
周
年
を
記
念
し

た
文
化
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

〈
概　
要
〉

　

伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
タ
（
仮
称
）

　

開
催
時
期
：
七
月
二
十
二
日
㈰
十
四
時
〜

　

開
催
場
所
：
山
口
県
教
育
会
館
（
山
口
市
）

注
目！

山
口
県
か
ら
のお
知
ら
せ

平
成
二
十
四
年
度

　
主
な
文
化
関
係
事
業
の
概
要

平
成
二
十
三
年
度
秋
以
降
の

文
化
・
芸
術
関
係
表
彰
者
の

皆
さ
ん

■
地
域
文
化
功
労
者
表
彰（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

　

坂ば
ん

東ど
う　

三み

嘉か

寿す

美み

（
芸
術
文
化
）

　

小お

鯖さ
ば

代だ
い

神か

楽ぐ
ら

舞ま
い

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

（
文
化
財
保
護
）

■
山
口
県
選
奨

　

中な
か　

井い　
　

勝ま
さ
る（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
）

　

田た　

村む
ら　

　

洋ひ
ろ
し（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
）

■
山
口
県
文
化
功
労
賞

　

田た　

辺な
べ　

　
　

武た
け
し（
美
術
／
彫
刻
）

　

三み　

村む
ら　

夏な
つ　

彦ひ
こ

（
美
術
／
建
築
）

　

中な
か　

川が
わ　

健け
ん　

次じ

（
文
芸
／
短
歌
）

　

岡お
か　

　
　

昌ま
さ　

子こ

（
文
芸
／
顕
彰
活
動
）

　

中な
か　

島し
ま　

俊と
し　

泰や
す

（
音
楽
／
指
導
）

　

米よ
ね　

本も
と　

文ぶ
ん　

明め
い

（
演
劇
／
狂
言
）

　

花は
な　

柳や
ぎ　

三さ
ん　

吉き
ち

（
舞
踊
／
日
舞
）

　

藤ふ
じ　

井い　

繁し
げ　

子こ

（
生
活
文
化
／
華
道
）

　

プ
リ
マ
ヴ
ェ
ラ
合
奏
団
（
音
楽
／
合
奏
）

■
山
口
県
文
化
特
別
褒
賞

　

田た　

中な
か　

慎し
ん　

弥や

■
美
術
館
企
画
展
開
催
事
業

　

県
立
美
術
館
と
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

平成24年度企画展
県立美術館

企　　画　　展　　名 期　　　間 内　　　　　　　　　　　容

カンヴァスに描かれた女性たち展 ４月26日㈭～６月10日㈰ 15世紀から19世紀にかけて西欧の芸術家達がとらえてきた女性の姿をテーマ
別に紹介

生誕100年記念　ロベール・ドアノー展 ７月12日㈭～８月26日㈰ フランスを代表する写真家ロベール・ドアノーの人間愛に満ちた作品を紹介

防長の絵図-美しき古地図の世界 ７月24日㈫～８月26日㈰ 文書館に所蔵される古絵図のなかから萩往還を描いた古絵図を中心に約20点
を紹介

第66回山口県美術展覧会 10月４日㈭～10月21日㈰ 66回目の開催となる全国的にも独創的で評価の高いノンジャンルの公募展

大正ロマン　昭和モダン展
－竹久夢二・高畠華宵とその時代－ 11月17日㈯～12月24日（月・休）竹久夢二や高畠華宵の作品を中心に風俗や流行を敏感にとらえていた大衆アートの世界を紹介

萩美術館・浦上記念館
企　　画　　展　　名 期　　　間 内　　　　　　　　　　　容

アール・デコ　光のエレガンス ４月28日㈯～６月17日㈰ 1920年代のデザイン性豊かな照明器具を中心に、再現コーナーを交えて芸術
的空間演出を紹介

龍泉窯青磁展
－日本人の愛した中国陶磁－ ６月23日㈯～８月26日㈰ 鎌倉時代から室町時代にかけて輸入された中国青磁の名品と最新の出土品を

併せて紹介

清親と安治展　－光線画の時代－ ９月８日㈯～10月８日（月・祝）明治の浮世絵師小林清親と井上安治の光線画をはじめとする風景版画や肉筆画などを紹介

古萩　－江戸の美意識－ 10月20日㈯～12月９日㈰ 侘びた風情の感じられる伝世の古萩茶碗や表現力豊かな細工物の造形を紹介
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文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
各
種
支
援
情

報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊ 

募
集
中
の
も
の
や
近
く
募
集
が
予
定
さ

れ
て
い
る
も
の
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ　

 

平
成
二
十
四
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
助

成
事
業
（
後
期
）

　
○
対
象
者

　
　
　

中
国
地
域
に
所
在
す
る
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
団
体

　
○
対
象
事
業

　
　

 　

美
術
の
展
示
活
動
、
音
楽
の
公
演
活
動
及
び
伝
統
文
化

の
保
存
・
伝
承
・
復
活
・
復
元
・
発
表
活
動
で
あ
っ
て
、

中
国
地
域
在
住
者
が
過
半
数
を
占
め
中
国
地
域
内
に
お
い

て
行
わ
れ
る
活
動

　
　

※ 

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

　
○
助
成
金
額

　
　
　

助
成
対
象
経
費
の
二
分
の
一
を
限
度

　
　
　
（
原
則
十
万
〜
五
十
万
円
／
件
）

Ⅱ　
募
集
期
間
等

　
○
募
集
期
間

　
　
　

平
成
二
十
四
年
五
月
〜
六
月
（
予
定
）

　
○
申
込
方
法

　
　

 　

当
財
団
所
定
の
様
式
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
県
（
文
化
振
興
課
、
社
会
教
育
・
文
化
財
課
又
は
学

校
安
全
・
体
育
課
）
又
は
当
財
団
事
務
局
に
提
出
。

　
　

※ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
す
べ
て
助
成
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

　
　

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
財
団
が
二
十
四
年
五
月
に
発
行
す
る

募
集
要
項
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

Ⅲ　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ア 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団 

事
務
局

　
　
　
　

〒
７
３
０
―
０
０
４
１

　
　
　
　
　

広
島
市
中
区
小
町
４
―
３
３
中
国
電
力
内

　
　
　
　
　

☎
０
８
２
―
５
４
２
―
３
６
３
９

　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　

http://w
w
w.gr.energia.co.jp/bunspo/

エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
が
行

う
文
化
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
（
予
定
）

Ⅰ　

 

平
成
二
十
四
年
度
「
地
域
文
化
活
動
支
援
事
業
」「
郷
土

文
化
活
動
支
援
事
業
」（
追
加
募
集
）

　
○
対
象
者

　
　
　

山
口
県
内
で
主
に
活
動
す
る
民
間
団
体
等

　
○
対
象
事
業

　
　

 

・
山
口
県
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
地
域
文
化
活
動

　
　

・ 

山
口
県
内
に
お
け
る
特
色
あ
る
郷
土
文
化
を
保
存
・
伝

承
す
る
た
め
の
活
動

　
　

※ 

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

Ⅱ　
募
集
期
間
等

　
○
募
集
期
間

　
　

 　

平
成
二
十
四
年
六
月
〜
七
月
（
予
定
）

Ⅲ　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

 

山
口
県
文
化
振
興
財
団
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二

日
付
け
で
、
や
ま
ぐ
ち
県
民
活
動
き
ら
め
き
財
団
、

や
ま
ぐ
ち
女
性
財
団
と
合
併
し
、
新
た
に
公
益
財
団

法
人
「
山
口
き
ら
め
き
財
団
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
○
四
月
一
日
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

山
口
県
文
化
振
興
財
団
事
務
局

　
　
　
　

〒
７
５
３
―
８
５
０
１

　
　
　
　

山
口
市
滝
町
１
―
１　

山
口
県
文
化
振
興
課
内

　
　
　
　

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
１
０

　
○
四
月
二
日
以
降
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

山
口
き
ら
め
き
財
団
事
務
局

　
　
　
　

〒
７
５
３
―
０
０
８
２

　
　
　
　

山
口
市
水
の
上
町
一
―
七　

水
の
上
庁
舎
二
階

　
　
　
　

☎
０
８
３
―
９
２
９
―
３
６
０
０

　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　

http://w
w
w.y-kiram

eki.or.jp

山
口
県
文
化
振
興
財
団
が
行
う
支
援
事
業

に
つ
い
て
（
予
定
）

第63回 全国植樹祭やまぐち2012
開催日：平成24年５月27日㈰　開催会場：山口市阿知須きらら浜

　山口県は、新しい世紀のはじまる2001年に、「いのち燦めく
未来へ」をテーマに「山口きらら博」を開催し、新しい時代の、
新しい県づくりをスタートしました。
　2012年春、ふたたび、海から生まれた大地「きらら浜」を
舞台に「育む　いのち」をテーマに第63回全国植樹祭を開催し、
本県の森林づくりや緑化活動の取り組みを全国に発信する絶
好の機会として、また、県民参加によるみどリ豊かな県づく
りを進める大きなきっかけにしたいと考えています。

全国植樹祭とは…？
　全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・
緑に対する国民的理解を深めるため、毎年春季に、
天皇皇后両陛下のご臨席のもとで行われる国土
緑化運動の中心的行事です。
　本県での開催は、昭和31年防府市で第７回大
会を開催して以来、56年ぶり２回目となります。

お問合せ 全国植樹祭やまぐち
第63回全国植樹祭山口県実行委員会事務局（山口県農林水産部全国植樹祭推進室）
〒753‒8501　山口県山口市滝町１－１　TEL：083‒933‒4980

ホームページ
検索
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